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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）～（Ｅ）；
（Ａ）（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体
（Ｂ）ノニオン性、両性、カチオン性から選ばれる一種以上の皮膜形成性高分子
（Ｃ）一価の低級アルコール
（Ｄ）ポリアルキレングリコール
（Ｅ）糖アルコール
を配合し、前記成分（Ａ）が、下記（ａ）、（ｂ）、（ｃ）及び（ｄ）のラジカル重合性
モノマーを反応させて得られる重合体であって、２５℃において９９．５％エタノール中
に５０質量％以上溶解する（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体を含むことを
特徴とする、毛髪化粧料。
（ａ）下記一般式（Ｉ）

【化１】

（式中、Ｍｅはメチル基、Ｒは水素原子又はメチル基、Ｒ２は１又は２個のエーテル結合
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を含んでいてもよい、直鎖状又は分岐鎖状の炭素数１～１０の２価の飽和炭化水素基、Ｒ
３は炭素数１～１０の飽和炭化水素基、ｍは５～１００の整数を表す。）で表される化合
物
（ｂ）下記一般式（II）
【化２】

（式中、Ｒ４は水素原子又はメチル基、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７は同一又は異なっていてもよく
、水素原子又は炭素数１～４のアルキル基、Ｘは－Ｏ－、－ＮＨ－、－Ｏ－ＣＨ２－又は
－Ｏ－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）－、Ｙは直鎖状又は分岐鎖状の炭素数１～４の２価の飽和炭化
水素基、Ｚ－は対アニオンを表す。）で表される化合物、及び、下記一般式(III)

【化３】

（式中、Ｒ８、Ｒ９は同一又は異なっていてもよく、水素原子又は炭素数１～４のアルキ
ル基、Ｒ１０、Ｒ１１は同一又は異なっていてもよく、水素原子又は炭素数１～１８のア
ルキル基、Ｚ－は対アニオンを表す。）で表される化合物から選ばれる少なくとも１種
（ｃ）下記一般式（IV）

【化４】

（式中、Ｒ１２は水素原子又はメチル基、Ｒ１３は水素原子又は直鎖状又は分岐鎖状の炭
素数１～３のアルキル基を表す。）で表される化合物
（ｄ）下記一般式（Ｖ）

【化５】

（式中、Ｒ１４は水素原子又はメチル基、Ｒ１５は炭素数１～４のヒドロキシアルキル基
を表す。）で表される化合物
【請求項２】
　前記成分（Ｂ）のノニオン性の皮膜形成性高分子が、ポリビニルピロリドン、ビニルピ
ロリドン・酢酸ビニル共重合体から選ばれる一種又は二種以上であることを特徴とする請
求項１記載の毛髪化粧料。
【請求項３】
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　前記成分（Ｂ）の両性の皮膜形成性高分子が、アクリル酸ヒドロキシプロピル・メタク
リル酸ブチルアミノエチル・アクリル酸オクチルアミド共重合体であることを特徴とする
請求項１記載の毛髪化粧料。
【請求項４】
　前記成分（Ｂ）のカチオン性の皮膜形成性高分子が、ポリクオタニウム－１１であるこ
とを特徴とする請求項１記載の毛髪化粧料。
【請求項５】
　前記成分（Ａ）と成分（Ｂ）の配合質量割合が、（Ａ）：（Ｂ）＝１：１０～２：１の
範囲内であることを特徴とする請求項１～４の何れか１項記載の毛髪化粧料。
【請求項６】
　２５℃の粘度が、１０００ｍＰａ・ｓ以下であることを特徴とする請求項１～５の何れ
か１項記載の毛髪化粧料。
【請求項７】
　霧状に噴霧して使用することができる容器に収容されていることを特徴とする請求項１
～６のいずれか１項記載の毛髪化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は毛髪化粧料に関し、更に詳細には、（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共
重合体、皮膜形成性高分子、一価の低級アルコールおよびポリアルキレングリコール及び
糖アルコールを配合することを特徴とする毛髪化粧料であって、フレーキングを起こしに
くく、再整髪性およびふんわり感に優れ、さらに毛髪に対してツヤ感の付与に優れる毛髪
用化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、毛髪化粧料においては、ヘアスタイルを固定したり、保持したりするために、皮
膜形成性高分子や油性成分が、毛髪セット剤として用いられてきた。例えば、皮膜形成性
高分子の場合、アニオン性、両性、カチオン性、非イオン性等の各種高分子が用いられ、
ヘアスプレー、ヘアムース、カーラーローション、ヘアジェルなどの製品の特徴に応じて
、単独で、あるいは組合わせて用いられてきた。このような皮膜形成性高分子は、優れた
セット力を付与することができるが、一方で、形成される皮膜が硬く、ごわつきやきしみ
感などが生じる場合があった。また油性成分では、皮膜形成性高分子ほどのセット力はな
いものの、皮膜を形成しないため、硬さやごわつきが少なく、また、ツヤを付与する効果
もあり、有用な毛髪セット剤として、特に乳化剤型のものに多く用いられてきた。なかで
も固形油は、ヘアスタイルが崩れた際の戻しやすさ、再整髪性に優れることにより、乳化
剤型の整髪料に多く用いられてきている（例えば、特許文献１～３参照）。
【０００３】
　このようにセット力だけでなく、再整髪性に優れる製剤化技術の検討が近年特に多くな
されている。例えば、皮膜形成性高分子の質的、量的特徴を組合わせる等の技術がある（
例えば、特許文献４、５参照）。
【０００４】
　一方で上記の既存成分を組合わせるだけでなく、さらなる付加価値を与える成分の開発
も行われている。例えば、（メタ）アクリル系重合体は透明で皮膜を形成し、加工性が良
好なことから、塗料材料、接着材料、インキ材料、皮膚外用材料、化粧材料等として広く
利用されている。しかしながらアクリル系樹脂は極性が高いために課題も多く、そのため
種々の共重合体が開発されてきた。それらの中には、分子鎖の片末端にラジカル重合性基
を有するジメチルポリシロキサン化合物とアクリレート及び／又はメタクリレートを主体
とするラジカル重合性モノマーとをラジカル共重合して得たアクリル－シリコーン系グラ
フト共重合体（例えば、特許文献６参照）やポリシロキサンブロックとカチオン性ブロッ
クとを含む両親媒性ブロックコポリマー（例えば、特許文献７参照）等がある。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－４５５４６号公報
【特許文献２】特開平１１－１２４３１６号公報
【特許文献３】特開２００４－６７６２２号公報
【特許文献４】特開２００４－１８２６１２号公報
【特許文献５】特開２０１０－２２９０７０号公報
【特許文献６】特許第２７０４７３０号公報
【特許文献７】特表２０１０－５１８１９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら再整髪性を実現するために皮膜強度の高い皮膜形成性高分子を使用した場
合には、ごわつきを感じたり、フレーキングが生じる場合があった。また皮膜強度の低い
皮膜形成剤では十分なセット力が得られないという問題があり、ふんわり感に優れながら
も、フレーキングを起こしにくく、再整髪性に優れ、さらに毛髪に対してツヤ感の付与に
優れる毛髪用化粧料を技術開発することを課題とした。
に関する。
【０００７】
　上記従来技術によれば、皮膜形成性高分子と糖アルコールを併用した製剤や、皮膜形成
性高分子とポリアルキレングリコールを併用した製剤は再整髪性等には優れるものの、皮
膜形成剤由来のフレーキングを防止に関して満足できるものではなかった。またこれらの
技術においては、毛髪化粧料のおけるツヤ感の付与に関しては十分満足するものが得られ
ていなかった。またいずれの技術を用いても、毛髪のふんわり感に優れたものとはならな
い場合があった。
【０００８】
　そこで本発明では、ふんわり感に優れながらも、再整髪性とフレーキングのなさを両立
し、さらに毛髪へのツヤ感の付与に優れる毛髪化粧料を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　かかる実情に鑑み、本発明者らは上記課題を解決すべく鋭意検討を重ねた結果、従来用
いられてきたノニオン性、両性、カチオン性から選ばれる一種以上の皮膜形成性高分子と
ともに糖アルコールを配合した毛髪化粧料に対して、（メタ）アクリルシリコーン系グラ
フト共重合体を併用させることにより、ふんわり感に優れながら、良好なセット力や再整
髪性を維持し、さらにフレーキングのなさを実現した毛髪化粧料が得られることを見出し
た。更に、この系にポリアルキレングリコールを併用すると、毛髪へのツヤ感付与に優れ
るものとすることを見出し、本発明を完成させた。
【００１０】
　すなわち、本発明は、次の成分（Ａ）～（Ｅ）；
（Ａ）（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体
（Ｂ）ノニオン性、両性、カチオン性から選ばれる一種以上の皮膜形成性高分子
（Ｃ）一価の低級アルコール
（Ｄ）ポリアルキレングリコール
（Ｅ）糖アルコール
を配合することを特徴とすることを特徴とする毛髪化粧料を提供するものである。
【００１１】
　また、前記成分（Ａ）が、
下記（ａ）、（ｂ）、（ｃ）及び（ｄ）のラジカル重合性モノマーを反応させて得られる
重合体であって、２５℃において９９．５％エタノール中に５０質量％以上溶解する（メ
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（ａ）下記一般式（Ｉ）
【化１】

（式中、Ｍｅはメチル基、Ｒ１は水素原子又はメチル基、Ｒ２は１又は２個のエーテル結
合を含んでいてもよい、直鎖状又は分岐鎖状の炭素数１～１０の２価の飽和炭化水素基、
Ｒ３は炭素数１～１０の飽和炭化水素基、ｍは５～１００の整数を表す。）で表される化
合物
（ｂ）下記一般式（II）
【化２】

（式中、Ｒ４は水素原子又はメチル基、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７は同一又は異なっていてもよく
、水素原子又は炭素数１～４のアルキル基、Ｘは－Ｏ－、－ＮＨ－、－Ｏ－ＣＨ２－又は
－Ｏ－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）－、Ｙは直鎖状又は分岐鎖状の炭素数１～４の２価の飽和炭化
水素基、Ｚ－は対アニオンを表す。）で表される化合物、及び、式(III)

【化３】

（式中、Ｒ８、Ｒ９は同一又は異なっていてもよく、水素原子又は炭素数１～４のアルキ
ル基、Ｒ１０、Ｒ１１は同一又は異なっていてもよく、水素原子又は炭素数１～１８のア
ルキル基、Ｚ－は対アニオンを表す。）で表される化合物から選ばれる少なくとも１種
（ｃ）下記一般式（IV）

【化４】

（式中、Ｒ１２は水素原子又はメチル基、Ｒ１３は水素原子又は直鎖状又は分岐鎖状の炭
素数１～３のアルキル基を表す。）で表される化合物
（ｄ）下記一般式（Ｖ）
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【化５】

（式中、Ｒ１４は水素原子又はメチル基、Ｒ１５は炭素数１～４のヒドロキシアルキル基
を表す。）で表される化合物
であることを特徴とすることを特徴とする毛髪化粧料を提供するものである。
【００１２】
　前記成分（Ｂ）のノニオン性の皮膜形成性高分子が、ポリビニルピロリドン、ビニルピ
ロリドン・酢酸ビニル共重合体から選ばれる一種又は二種以上であることを特徴とする毛
髪化粧料を提供するものである。
【００１３】
　前記成分（Ｂ）の両性の皮膜形成性高分子が、アクリル酸ヒドロキシプロピル・メタク
リル酸ブチルアミノエチル・アクリル酸オクチルアミド共重合体であることを特徴とする
毛髪化粧料を提供するものである。
【００１４】
　前記成分（Ｂ）のカチオン性の皮膜形成性高分子が、ポリクオタニウム－１１であるこ
とを特徴とする毛髪化粧料を提供するものである。
【００１５】
　また、前記成分（Ａ）と成分（Ｂ）の含有質量比が、（Ａ）：（Ｂ）＝１：１０～２：
１の範囲内であることを特徴とすることを特徴とする毛髪化粧料を提供するものである。
【００１６】
　また、２５℃の粘度が、１０００ｍＰａ・ｓ以下であることを特徴とすることを特徴と
する毛髪化粧料を提供するものである。
【００１７】
　さらに、霧状に噴霧して使用することができる容器に収容されていることを特徴とする
ことを特徴とする毛髪化粧料を提供するものである。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の毛髪化粧料は、ふんわり感に優れながらも、再整髪性とフレーキングのなさを
両立し、さらに毛髪に対してツヤ感を付与することに優れる利点がある。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明について特にその好ましい形態を中心に具体的に説明する。なお、本明細
書において、「～」はその前後の数値を含む範囲を意味するものとする。
【００２０】
　本発明の毛髪化粧料に用いられる成分（Ａ）（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共
重合体は、少なくとも、下記（ａ）、（ｂ）、（ｃ）及び（ｄ）のラジカル重合性モノマ
ーを反応させて得られる重合体であり、その他、（ａ）～（ｄ）以外の共重合可能なモノ
マーを加えて反応させて得られる重合体を包含する。
　本発明において（メタ）アクリルとは、アクリル及びメタアクリルを包含することを意
味する。
　本発明の（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体は、２５℃において９９．５
％エタノール中に５０質量％以上溶解するものである。
　各モノマーの仕込割合は、本発明の効果を奏する限り制限はないが、（ａ）～（ｄ）の
モノマーの全体に対して、（ａ）＝２０～５０質量％、（ｂ）＝０．５～４質量％、（ｃ
）及び（ｄ）＝４６～７９．５質量％であり、（ｃ）／（ｄ）＝０．５～１．５であるこ
とが好ましい。
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　（ａ）～（ｄ）以外の共重合可能なモノマーを使用する場合は、（ａ）～（ｄ）のモノ
マーの合計は、全体の６６．５質量％以上であることが好ましい。
　なお、本発明において、モノマーの仕込割合とは共重合体中のそれらの組成割合と略同
義である。
　本発明の（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体は、共重合体を２０質量％と
なるように９９．５％エタノールに溶解させたときのエタノール溶液の、２５℃において
Ｂ型回転粘度計を用いて測定した粘度（単位ｍＰａ・ｓ＝ＣＳ）は、５０～２５０、好ま
しくは、７０～１５０である。
　また、本発明の（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体のＴｇは、好ましくは
、－１０～４０℃、さらに好ましくは０～３０℃である。
　ここで、Ｔｇは下記のＦｏｘの式で算出したＴｇの値を示す。　　　１／Ｔｇ＝Ｗ１／
Ｔｇ１＋Ｗ２／Ｔｇ２＋・・・＋Ｗｎ／Ｔｇｎ　上記式において、Ｗ１からＷｎは、毛髪
化粧料用基剤の合成に使用されるｎ種のモノマーの各重量分率を示し、Ｔｇ１からＴｇｎ

は、各モノマーのみが重合して得られるホモポリマーのガラス転移温度を示す。
　さらに、本発明の（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体は、ランダム共重合
体、ブロック共重合体等の種々の形態を包含する。
【００２１】
　以下に、共重合体の原料であるモノマーについて説明する。
（ａ）一般式（Ｉ）で表されるラジカル重合性モノマー
【００２２】
【化６】

【００２３】
　式中、Ｍｅはメチル基、Ｒ１は水素原子又はメチル基を表す。　Ｒ２は直鎖状又は分岐
鎖状の炭素数１～１０の２価の飽和炭化水素基を表し、１又は２個のエーテル結合を含ん
でいてもよい。具体的には、－ＣＨ２－，－（ＣＨ２）２，－（ＣＨ２）５－，－（ＣＨ

２）１０－、－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）－ＣＨ２－，－ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ

２－，－ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２（ＣＨ３）ＣＨ２－，－ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ

２ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－などが例示される。　Ｒ３は炭素数１～１０の飽和炭化水素基
を表し、具体的には、　メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｉ－プロピル基、ｎ－ブ
チル基、ｓ－ブチル基、ｉ－ブチル基、ｔ－ブチル基、ｎ－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基
、ｎ－ノニル基、イソノニル基、ｎ－デシル基等の炭素数１～１０のアルキル基；シクロ
プロピル基、シクロブチル基、シクロペンチル基、シクロへキシル基、シクロヘプチル基
、シクロオクチル基、シクロドデシル基等の炭素数１～１０のシクロアルキル基；シクロ
プロピルメチル基、２－シクロプロピルエチル基、シクロブチルメチル基、シクロペンチ
ルメチル基、３－シクロペンチルプロピル基、シクロへキシルメチル基、２－シクロヘキ
シルエチル基、シクロヘプチルメチル基、シクロオクチルメチル基等の炭素数１～１０の
シクロアルキルアルキル基が挙げられる。　ｍは５～１００の整数を表す。
【００２４】
　この式（Ｉ）で表わされるモノマーは、たとえば、式（１－ａ）
【００２５】

【化７】
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で表わされる（メタ）アクリレート置換クロロシラン化合物と式（１－ｂ）
【００２７】
【化８】

【００２８】
で表わされる片末端水酸基置換ポリシロキサンとを常法に従い、脱塩酸反応させることに
より得ることができるが、合成方法は、これに限定されるものではない。
【００２９】
　式（Ｉ）で表されるモノマーとしては、具体例には以下のものが挙げられる。なお以下
の式中、Ｍｅはメチル基を、ｎ－Ｂｕはｎ－ブチル基を示す。
【００３０】
【化９】

【００３１】
（ｂ）式（ＩＩ）又は式（ＩＩＩ）で表されるラジカル重合性モノマー
（ｂ）成分は、下記式（ＩＩ）又は式（ＩＩＩ）で表されるカチオン性化合物から選ばれ
る少なくとも１種である。
【００３２】
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【化１０】

【００３３】
【化１１】

【００３４】
　式（ＩＩ）中、Ｒ４は水素原子又はメチル基を表す。　Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７は同一又は異
なっていてもよく、水素原子又は炭素数１～４のアルキル基を表し、炭素数１～４のアル
キル基としては、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｉ－プロピル基、ｎ－ブチル基
、ｓ－ブチル基、ｉ－ブチル基、ｔ－ブチル基が例示される。　Ｘは－Ｏ－、－ＮＨ－、
－Ｏ－ＣＨ２－又は－Ｏ－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）－を表す。　Ｙは直鎖状又は分岐鎖状の炭
素数１～４の２価の飽和炭化水素基を表し、－ＣＨ２－，－（ＣＨ２）２，－（ＣＨ２）

３－，－（ＣＨ２）４－，－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）－ＣＨ２－等が例示される。　Ｚ－

は対アニオンであり、例えば、塩素イオン、臭素イオン、硫酸水素イオン、硝酸イオン、
過塩素酸イオン、四フッ化ホウ素イオン、六フッ化リンイオン等が例示される。
 
【００３５】
　式（ＩＩＩ）中、Ｒ８、Ｒ９は同一又は異なっていてもよく、水素原子又は炭素数１～
４のアルキル基を表し、炭素数１～４のアルキル基としてはメチル基、エチル基、ｎ－プ
ロピル基、ｉ－プロピル基、ｎ－ブチル基、ｓ－ブチル基、ｉ－ブチル基、ｔ－ブチル基
が例示される。
　Ｒ１０、Ｒ１１は同一又は異なっていてもよく、水素原子又は炭素数１～１８のアルキ
ル基を表し、炭素数１～１８のアルキル基としては、　メチル基、エチル基、ｎ－プロピ
ル基、ｉ－プロピル基、ｎ－ブチル基、ｓ－ブチル基、ｉ－ブチル基、ｔ－ブチル基、ｎ
－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－ノニル基、イソノニル基、ｎ－デシル基、ラウリル
基、トリデシル基、ミリスチル基、ｎ－ペンタデシル基、パルミチル基、ヘプタデシル基
、ステアリル基等が例示される。
【００３６】
（ｃ）式（IV）で表されるラジカル重合性モノマー
【００３７】
【化１２】

【００３８】
　式中、Ｒ１２は水素原子又はメチル基を表す。
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　Ｒ１３は水素原子又は直鎖状又は分岐鎖状の炭素数１～３のアルキル基を表し、直鎖状
又は分岐鎖状の炭素数１～３のアルキル基としては、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル
基、ｉ－プロピル基が例示される。
【００３９】
（ｄ）式（Ｖ）で表されるラジカル重合性モノマー
【００４０】
【化１３】

【００４１】
　式中、Ｒ１４は水素原子又はメチル基を表す。
　Ｒ１５は炭素数１～４のヒドロキシアルキル基を表し、ヒドロキシメチル基、２－ヒド
ロキシエチル基、３－ヒドロキシ－ｎ－プロピル基、４－ヒドロキシ－ｎ－ブチル基等が
例示される。
【００４２】
（ｅ）その他の共重合可能なモノマー　
　その他の共重合可能なモノマーとしては、以下の物が例示される。
（（メタ）アクリル系モノマー）
（メタ）アクリル酸ｎ－ブチル、（メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アクリル酸ｔ
－ブチル、（メタ）アクリル酸２－エチルへキシル、（メタ）アクリル酸ｎ－へキシル、
（メタ）アクリル酸ｎ－オクチル、（メタ）アクリル酸シクロへキシル、（メタ）アクリ
ル酸デシル、（メタ）アクリル酸ウンデシル、（メタ）アクリル酸ラウリル、（メタ）ア
クリル酸トリデシル、（メタ）アクリル酸ミリスチル、（メタ）アクリル酸ペンタデシル
、（メタ）アクリル酸パルミチル、（メタ）アクリル酸へプタデシル、（メタ）アクリル
酸ステアリル、（メタ）アクリル酸イソステアリル、（メタ）アクリル酸オレイル、（メ
タ）アクリル酸ベヘニル、直鎖状、分岐鎖状又は脂環式の炭化水素基を有する（メタ）ア
クリル酸エステル；アクリロニトリル；アクリルアミド、ジアセトンアクリルアミド、Ｎ
，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、Ｎ－ｔ－ブチルアクリルアミド、Ｎ－オクチルアクリル
アミド、Ｎ－ｔ－オクチルアクリルアミド等の（メタ）アクリルアミド；２－（メタ）ア
クリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸等のスルホン酸基含有（メタ）アクリルア
ミド；アミノエチル（メタ）アクリレート、ｔ－ブチルアミノエチルメタクリレート、メ
チルアミノエチル（メタ）アクリレート等のアルキルアミノアルキル（メタ）アクリレー
ト；ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、ジエチルアミノエチル（メタ）アクリ
レート等のジアルキルアミノアルキル（メタ）アクリレート；ジメチルアミノエチル（メ
タ）アクリルアミド、ジエチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド等のジアルキルアミ
ノアルキル（メタ）メタアクリルアミド；（メタ）アクリル酸テトラヒドロフルフリル、
（メタ）アクリル酸イソボルニル、（メタ）アクリル酸グリシジル等の、環式化合物とメ
タ）アクリル酸のエステル類；（メタ）アクリル酸エトキシエチル、（メタ）アクリル酸
メトキシエチル等の（メタ）アクリル酸アルコキシアルキルエステル；ポリエチレングリ
コールモノ（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコールモノ（メタ）アクリレート
等のポリアルキレングリコールと（メタ）アクリル酸とのモノエステル類；スルホン酸基
含有（メタ）アクリルエステル；（メタ）アクリロイルオキシエチルホスフェート等のメ
タアクリロイルオキシアルキルリン酸モノエステル；（メタ）アクリル酸グリセリル、２
－メタアクリロイルオキシエチルコハク酸、２－（メタ）アクリロイルオキシエチルフタ
ル酸、β－カルボキシエチルアクリレート、アクリロイルオキシエチルサクシネート、２
－（メタ）アクリロイルオキシエチルテトラヒドロフタル酸、２－（メタ）アクリロイル
オキシエチルヘキサヒドロフタル酸；１，４－ブタンジオールジ（メタ）アクリレート、
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１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、エチレングリコールジ（メタ）アク
リレート、ポリエチレン（ｎ＝２～５０）グリコールジ（メタ）アクリレート、プロピレ
ングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロピレン（ｎ＝２～５０）グリコールジ（
メタ）アクリレート、ブチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジペンチルグリコー
ルジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、トリメチ
ロールプロパンジ（メタ）アクリレート、メチレンビスアクリルアミド、ビスフェノール
Ｆ
ＥＯ変性（ｎ＝２～５０）ジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡ ＥＯ変性（ｎ＝
２～５０）ジアクリレート、ビスフェノールＳ ＥＯ変性（ｎ＝２～５０）ジ（メタ）ア
クリレート、トリメチロールエタントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパン
トリ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリカプロラクトネートトリ（メタ
）アクリレート、トリメチロールヘキサントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリト
ールトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジ
グリセリンテトラ（メタ）アクリレート、ジトリメチロールプロパンテトラ（メタ）アク
リレート、ジトリメチロールプロパンテトラカプロラクトネート、テトラ（メタ）アクリ
レート、ジトリメチロールエタンテトラ（メタ）アクリレート、ジトリメチロールブタン
テトラ（メタ）アクリレート、ジトリメチロールヘキサンテトラ（メタ）アクリレート、
ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（
メタ）アクリレート、トリペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリペン
タエリスリトールヘプタ（メタ）アクリレート、トリペンタエリスリトールオクタ（メタ
）アクリレート等のエチレン性不飽和二重結合を２個以上有する（メタ）アクリレート等
が例示される。
【００４３】
（（メタ）アクリル系以外のモノマー）
　クロトン酸等の不飽和モノカルボン酸；スチレン等の芳香族ビニル化合物；イタコン酸
、マレイン酸、フマル酸、無水マレイン酸、シトラコン酸等の不飽和ジカルボン酸；マレ
イン酸モノアルキルエステル、フマル酸モノアルキルエステル、イタコン酸モノアルキル
エステル等の不飽和ジカルボン酸のモノアルキルエステル；スルホン酸基含有単量体とし
ては、例えばビニルスルホン酸、（メタ）アリルスルホン酸等のアルケンスルホン酸；α
－メチルスチレンスルホン酸等の芳香族ビニル基含有スルホン酸；（メタ）アリルアミン
等の１～３級アミノ基含有不飽和化合物；Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノスチレン等のアミノ基
含有芳香族ビニル系化合物；ジビニルベンゼン、ジイソプロペニルベンゼン、トリビニル
ベンゼン等のエチレン性不飽和二重結合を２個以上有する化合物；エチレン性不飽和二重
結合を２個以上有するウレタンオリゴマー；エチレン性不飽和二重結合を２個以上有する
シリコーン化合物；酢酸ビニル、ビニルピロリドン等が例示される。
【００４４】
　本発明の毛髪化粧料における成分（Ａ）の配合量は、特に限定されないが、好ましくは
組成物全量中０．０１～１０質量％（以下、単に「％」と略す）、さらに好ましくは０．
０５～６％であり、フレーキングのなさやべたつきのなさといった効果に好適である。
【００４５】
　本発明に用いられる成分（Ｂ）ノニオン性、両性、カチオン性の皮膜形成性高分子は、
セット力等に主に寄与する成分であり、通常、毛髪化粧料に用いられるものであれば特に
限定されないが、次のようなものが例示できる。
【００４６】
　ノニオン性高分子としては、例えばポリビニルピロリドン、ビニルピロリドン・酢酸ビ
ニル共重合体、ポリビニルアルコール、ポリウレタンが挙げられ、ルビスコールＫ（ＢＡ
ＳＦ社製）、ＰＶＰ／ＶＡ（ＩＳＰ社製）、ゴーセノールシリーズ（日本合成社製）、ク
ラレポバールシリーズ（クラレ）、アコーンシリーズ（大阪有機化学工業社製）等の市販
品を使用することができる。
【００４７】
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　両性高分子としては、Ｎ－メタクリロイルエチルＮ，Ｎ－ジメチルアンモニウム・α－
Ｎ－メチルカルボキシベタイン・メタクリル酸アルキル共重合体、アクリル酸ヒドロキシ
プロピル・メタクリル酸ブチルアミノエチル・アクリル酸オクチルアミド共重合体、アク
リル酸・塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体、塩化ジメチルジ
アリルアンモニウム・アクリル酸共重合体等を例示することができ、ユカフォーマーシリ
ーズ（三菱化学社製）、アンフォマーシリーズ（ナショナルスターチ社製）、マーコート
プラス３３３０、マーコート２８０（カルゴン社製）等の市販品を使用することができる
。
【００４８】
　カチオン性高分子としては、ビニルピロリドン・Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタク
リレート共重合体ジエチル硫酸塩、塩化ジアリルジメチルアンモニウム・ヒドロキシエチ
ルセルロース、塩化グリシジルトリメチルアンモニウム・ヒドロキシエチルセルロース、
塩化ジメチルジアリルアンモニウム重合体、塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリ
ルアミド共重合体等が例示され、ガフコート７３４、同７５５（ＩＳＰ社製）、カチナー
ルシリーズ（東邦化学工業社製）、セルコートシリーズ（ナショナルスターチ社製）、マ
ーコート１００、同５５０（カルゴン社製）、Ｈ．Ｃ．ポリマー（大阪有機化学工業社製
）、カチナールシリーズ(東邦化学工業社製)等の市販品を使用することができる。
【００４９】
　本発明に用いられる成分（Ｂ）ノニオン性、両性、カチオン性から選ばれる一種以上の
皮膜形成性高分子は、一種または二種以上を組み合わせて配合することも可能である。ま
た、これらの中でもポリビニルピロリドン、ビニルピロリドン・酢酸ビニル共重合体、ア
クリル酸ヒドロキシプロピル・メタクリル酸ブチルアミノエチル・アクリル酸オクチルア
ミド共重合体であれば、セット力を発揮するのに好適である。
【００５０】
　本発明に用いられる成分（Ｂ）ノニオン性、両性、カチオン性から選ばれる一種以上の
皮膜形成性高分子の配合量は特に限定されないが、０．１～３０％が好ましく、より好ま
しくは、１～２０％であることがよい。配合量が１～１５％の範囲であれば、フレーキン
グのなさを実現するために好適である。
【００５１】
本発明に用いられる成分（Ｂ）ノニオン性、両性、カチオン性の皮膜形成性高分子の配合
量は特に限定されないが、前記成分（Ａ）と成分（Ｂ）の含有質量比が、（Ａ）：（Ｂ）
＝１：１０～２：１の範囲内であれば、セット力とフレーキングのなさを両立するのに好
適である。
【００５２】
本発明に用いられる成分（Ｃ）一価の低級アルコールは、前記成分（Ａ）の溶剤として配
合されるものであり、通常、毛髪化粧料に用いられるものであれば特に限定されず、例え
ば、エタノールやイソプロパノールが挙げられ、特にエタノールが好適である。
【００５３】
　本発明に用いられる成分（Ｃ）一価の低級アルコールの配合量は特に限定されるもので
はないが、概ね１０～９９％の範囲で配合することができる。また、成分（Ｃ）は一種ま
たは二種以上を組み合わせて配合することも可能である。
【００５４】
　本発明に用いられる成分（Ｄ）ポリアルキレングリコールは、再整髪性を実現するため
に配合されるものであり、プロピレンオキシド構成単位が重合したポリプロピレングリコ
ール、エチレンオキシド構成単位が重合したポリエチレングリコール、ブチレンオキサイ
ド構成単位が重合したポリブチレングリコール、あるいはこれらが共重合したもの等があ
げられる。本品の用いるポリアルキレングリコールの数平均分子量は、特に限定されるも
のではない。また２５℃における性状も、液状であっても、固体状であっても、それらの
混合物であってもいずれも用いることが可能である。なお、数平均分子量は、医薬部外品
原料規格に記載の平均分子量試験により、末端基定量法によって、具体的には滴定によっ
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て得られる水酸基価によって、測定される。このような本発明で用いられるポリアルキレ
ングリコールは特に限定されるものではなく、市販品のものを用いることができる。例え
ば、ＰＥＧ２００、ＰＥＧ３００、ＰＥＧ４００、ＰＥＧ６００、ＰＥＧ１０００、ＰＥ
Ｇ１５００、ＰＥＧ２０００、ＰＥＧ４０００、ＰＥＧ６０００、ＰＥＧ１１０００、Ｐ
ＥＧ２００００（以上、日油株式会社製または東邦化学社製）、Ｄ－１０００、ユニオー
ルＤ－２０００（以上、日油株式会社）等が例示でき、中でもポリエチレングリコールが
最適である。
【００５５】
　上記ポリエチレングリコールにおいて、特に好ましいものは、数平均分子量が２００～
１０００の範囲にあるものであり、さらに好ましくは、３００～６００であり、もっとも
好ましいものは、ポリエチレングリコール４００である。
【００５６】
　本発明に用いられる成分（Ｄ）は、一種または二種以上を組み合わせて配合することが
できる。成分（Ｅ）の配合量は、毛髪化粧料において０．１～２０％が好ましく、より好
ましくは２～１０％である。
【００５７】
　本発明に用いられる成分（Ｅ）糖アルコールは、主として再整髪性等に寄与する成分で
あるが、通常、化粧料に用いられるものであれば特に限定されるものではなく、その由来
物質、製法等も特に問われない。具体的には、ソルビトール、エリスリトール、マルトー
ス、マルチトール、キシリトール、リビトール、アラビトール、ガラクチトール、トレハ
ロース、イノシトール、グルコース、マンニトール、ペンタエリスリトール、還元パラチ
ノース、乳糖等が挙げられる。より好ましい糖アルコールは、再整髪性の点からソルビト
ール、マルチトールである。本発明で用いられる糖アルコールは特に限定されるものでは
なく、市販品のものを用いることができる。例えば、ソルビトールＳ（日研化成社製）、
アマルティシロップ(マビット)(三菱商事フードテック社製)等が例示できる。
【００５８】
　本発明に用いられる成分（Ｅ）は、一種または二種以上を組み合わせて配合することが
できる。成分（Ｅ）の配合量は、毛髪化粧料において０．１～２０％が好ましく、より好
ましくは２～１０％である。
 
【００５９】
　本発明において、成分（Ｄ）と成分（Ｅ）は特定の質量比で組合わせることにより、成
分（Ｄ）のフレーキングやべたつきを抑える効果と、成分（Ｅ）のセット効果をより高め
ることが可能となる。このような配合質量割合（Ｄ）／（Ｅ）は、０．２５～４、より好
ましくは、（Ｄ）／（Ｅ）＝０．５～２の範囲内であれば、フレーキングのなさや再整髪
性に優れるだけでなく、毛髪へのツヤ感の付与効果に特に好適である。
【００６０】
本発明の毛髪化粧料の形態は、特に限定されないが、２５℃の粘度が１０００ｍＰａ・ｓ
以下であれば、毛髪への塗布のしやすさから好適である。さらに霧状に噴霧して使用する
ことができる容器に収容されていれば、毛髪への塗布量が均一になり、また塗布が容易で
あるため、最も好適である。ここで粘度は、芝浦システム社製単一円筒型回転粘度計ビス
メトロンＶＳ－Ａ１で測定している。
【００６１】
　本発明の毛髪化粧料には、上記成分以外に、本発明の効果を損なわない質的、量的範囲
で、通常、化粧品や医薬部外品、外用医薬品等の製剤に使用される成分、すなわち水（精
製水、温泉水、深層水等）、界面活性剤、油剤、ゲル化剤、粉体、アルコール類、水溶性
高分子、樹脂、溶接化合物、保湿剤、抗菌剤、香料、消臭剤、塩類、キレート剤、紫外線
吸収剤、ｐＨ調整剤、清涼剤、植物抽出物、ビタミン類、アミノ酸等の美容成分等を配合
できる。
【００６２】
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　界面活性剤としては、上記以外のアニオン性界面活性剤として、ポリオキシレンラウリ
ルエーテル硫酸ナトリウム、ポリオキシレンラウリルエーテル硫酸アンモニウム、ポリオ
キシレンラウリルエーテル硫酸トリエタノールアミン等のポリオキシレンラウリルエーテ
ル硫酸塩；ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸トリエタノールアミン等のアルキル硫
酸塩；テトラデセンスルホン酸ナトリウム、テトラデセンスルホン酸カリウム等のα－オ
レフィンスルホン酸塩；Ｎ－ラウロイルイセチオン酸ナトリウム、Ｎ－ラウロイルイセチ
オン酸カリウム等のアシルイセチオン酸塩；Ｎ－ヤシ油脂肪酸メチルタウリンナトリウム
、Ｎ－ラウロイルメチルタウリンナトリウム、Ｎ－ヤシ油脂肪酸メチルタウリンカリウム
、ラウロイル加水分解シルクナトリウム等のＮ－アシルポリペプチド塩；スルホコハク酸
ナトリウムなどのスルホコハク酸等が挙げられる。両性界面活性剤としては、酢酸ベタイ
ン型界面活性剤としてはオクチルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ラウリルジメチルアミノ
酢酸ベタイン、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン、ヤシ油脂肪酸アルキルジメチルア
ミノ酢酸ベタイン、ミリスチルジメチルアミノ酢酸ベタイン、セチルジメチルアミノ酢酸
ベタイン、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ラウリン酸アミド
プロピルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ラウリルジヒドロキシエチルアミノ酢酸ベタイン
、セチルジヒドロキシエチルアミノ酢酸ベタイン等が挙げられ、また、イミダゾリン型界
面活性剤としてはＮ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチ
ルエチレンジアミンナトリウム、Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｎ－カルボキシメトキシエチ
ル－Ｎ－カルボキシメチルエチレンジアミン二ナトリウム等が挙げられる。また、ラウリ
ルアミノジ酢酸ナトリウム等も挙げられる。カチオン性界面活性剤として、アルキルアミ
ン塩、ポリアミン及びアミノアルコール脂肪酸誘導体等のアミン塩、アルキル四級アンモ
ニウム塩、芳香族四級アンモニウム塩、ピリジウム塩、イミダゾリウム塩等で、塩化ステ
アリルトリメチルアンモニウム、塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム、塩化セチルトリ
メチルアンモニウム、塩化ジステアリルジメチルアンモニウム、塩化ジベヘニルジメチル
アンモニウム、塩化ジセチルジメチルアンモニウム、塩化ステアリルジメチルベンジルア
ンモニウム、塩化ジラウリルジメチルアンモニウム、塩化ジポリオキシエチレン（１５Ｅ
Ｏ）ヤシ油アルキルメチルアンモニウム、塩化ジポリオキシエチレン（４ＥＯ）ラウリル
エーテルジメチルアンモニウム、ジココイルエチルヒドロキシエチルモニウムサルフェー
ト、ジステアロイルエチルヒドロキシエチルモニウムメトサルフェート、ジステアロイル
エチルヒドロキシエチルモニウムメトサルフェート、ジパルミトイルエチルヒドロキシエ
チルモニウムメトサルフェート、パルミタミドプロピルトリモニウムクロリドが挙げられ
る。；非イオン性界面活性剤としては、ソルビタン脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エ
ステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、プロピレングリコール脂肪酸エステル、ポリエ
チレングリコール脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンアルキル
エーテル、ポリオキシプロピレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェニ
ルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸
エステル、ポリオキシエチレンソルビトール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセ
リン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンプロピレングリコール脂肪酸エステル、ポリオ
キシエチレンヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレンフィトス
タノールエーテル、ポリオキシエチレンフィトステロールエーテル、ポリオキシエチレン
コレスタノールエーテル、ポリオキシエチレンコレステリルエーテル、ポリオキシアルキ
レン変性オルガノポリシロキサン、ポリオキシアルキレン・アルキル共変性オルガノポリ
シロキサン、ラウリン酸ジエタノールアミド、ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド、ヤシ油
脂肪酸ノモエタノールアミド、ポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸ノモエタノールアミド、
ラウリン酸モノイソプロパノールアミド、ヤシ油脂肪酸モノイソプロパノールアミド、ポ
ルオキシプロピレンヤシ油脂肪酸モノイソプロパノールアミド、アルカノールアミド、糖
エーテル、糖アミド等が挙げられる。
【００６３】
　油剤としては、高級アルコール、炭化水素油、エステル油、油脂、シリコーンなどの油
性成分を使用できる。例えば、ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、パルミチル



(15) JP 6114087 B2 2017.4.12

10

20

30

40

50

アルコール、ステアリルアルコール、ベヘニルアルコール、ヘキサデシルアルコール、オ
レイルアルコール、イソステアリルアルコール、ヘキシルドデカノール、オクチルドデカ
ノール、セトステアリルアルコール、２－デシルテトラデシノール、コレステロール、フ
ィトステロール、シトステロール、ラノステロール、モノステアリルグリセリンエーテル
（バチルアルコール）等の高級アルコール類、オゾケライト、スクワラン、スクワレン、
セレシン、パラフィン、パラフィンワックス、流動パラフィン、プリスタン、ポリイソブ
チレン、マイクロクリスタリンワックス、ワセリン等の炭化水素類、アジピン酸ジイソブ
チル、アジピン酸２－ヘキシルデシル、アジピン酸ジ－２－ヘプチルウンデシル、モノイ
ソステアリン酸Ｎ－アルキルグリコール、イソステアリン酸イソセチル、トリイソステア
リン酸トリメチロールプロパン、ジ－２－エチルヘキサン酸エチレングリコール、２－エ
チルヘキサン酸セチル、トリ－２－エチルヘキサン酸トリメチロールプロパン、テトラ－
２－エチルヘキサン酸ペンタエリスリトール、オクタン酸セチル、オクチルドデシルガム
エステル、オレイン酸オレイル、オレイン酸オクチルドデシル、オレイン酸デシル、ジカ
プリン酸ネオペンチルグリコール、クエン酸トリエチル、コハク酸２－エチルヘキシル、
ステアリン酸イソセチル、ステアリン酸ブチル、セバシン酸ジイソプロピル、セバシン酸
ジ－２－エチルヘキシル、乳酸セチル、乳酸ミリスチル、パルミチン酸イソプロピル、パ
ルミチン酸２－エチルヘキシル、パルミチン酸２－ヘキシルデシル、パルミチン酸２－ヘ
プチルウンデシル、１２－ヒドロキシステアリン酸コレステリル、ジペンタエリスリトー
ル脂肪酸エステル、ミリスチン酸イソプロピル、ミリスチン酸オクチルドデシル、ミリス
チン酸２－ヘキシルデシル、ミリスチン酸ミリスチル、ジメチルオクタン酸ヘキシルデシ
ル、ラウリン酸エチル、ラウリン酸ヘキシル、リンゴ酸ジイソステアリル等のエステル油
類、ミツロウ、カルナウバロウ、キャンデリラロウ、鯨ロウ等のロウ類、パーム油、パー
ム核油、オリーブ油、サフラワー油，大豆油、綿実油等に代表される植物油脂、牛脂、牛
脚脂、牛骨脂、硬化牛脂、硬化油、タートル油、豚脂、馬脂、ミンク油、肝油、卵黄油等
の動物油、ラノリン、液状ラノリン、還元ラノリン、ラノリンアルコール、硬質ラノリン
、酢酸ラノリン、ラノリン脂肪酸イソプロピル等のラノリン誘導体、低重合度ジメチルポ
リシロキサン、高重合度ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、デカ
メチルシクロペンタシロキサン、オクタメチルシクロテトラシロキサン、ポリエーテル変
性ポリシロキサン、ポリオキシアルキレン・アルキルメチルポリシロキサン・メチルポリ
シロキサン共重合体、アルコキシ変性ポリシロキサン、アルキル変性ポリシロキサン、架
橋型オルガノポリシロキサン、フッ素変性ポリシロキサン、アミノ変性ポリシロキサン、
グリセリン変性ポリシロキサン、高級アルコキシ変性シリコーン、高級脂肪酸変性シリコ
ーン、シリコーン樹脂、シリコンゴム、シリコーンレジン等が挙げられる。
【００６４】
　ゲル化剤としては、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸、α，γ－ジ－ｎ－ブチルアミ
ン等のアミノ酸誘導体、デキストリンパルミチン酸エステル、デキストリンステアリン酸
エステル、デキストリン２－エチルヘキサン酸パルミチン酸エステル等のデキストリン脂
肪酸エステル、ショ糖パルミチン酸エステル、ショ糖ステアリン酸エステル等のショ糖脂
肪酸エステル、モノベンジリデンソルビトール、ジベンジリデンソルビトール等のソルビ
トールのベンジリデン誘導体、ジメチルベンジルドデシルアンモニウムモンモリロナイト
クレー、ジメチルジオクタデシルアンモニウムモンモリロナイトクレー等の有機変性粘土
鉱物等が挙げられる。
【００６５】
　粉体としては、通常の化粧料に使用されるものであれば、その形状（球状、針状、板状
、等）や粒子径（煙霧状、微粒子、顔料級等）、粒子構造（多孔質、無孔質等）を問わず
、いずれのものも使用することができ、例えば、無機粉体としては、酸化マグネシウム、
硫酸バリウム、硫酸カルシウム、硫酸マグネシウム、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム
、タルク、合成雲母、マイカ、カオリン、セリサイト、白雲母、合成雲母、金雲母、紅雲
母、黒雲母、リチア雲母、ケイ酸、無水ケイ酸、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸マグネシウ
ム、ケイ酸アルミニウムマグネシウム、ケイ酸カルシウム、ケイ酸バリウム、ケイ酸スト
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ロンチウム、タングステン酸金属塩、ヒドロキシアパタイト、バーミキュライト、ハイジ
ライト、モンモリロナイト、ゼオライト、セラミックスパウダー、第二リン酸カルシウム
、アルミナ、水酸化アルミニウム、窒化ホウ素、窒化ボロン等；有機粉体としては、ポリ
アミドパウダー、ポリエステルパウダー、ポリエチレンパウダー、ポリプロピレンパウダ
ー、ポリスチレンパウダー、ポリウレタンパウダー、ベンゾグアナミンパウダー、ポリメ
チルベンゾグアナミンパウダー、テトラフルオロエチレンパウダー、ポリメチルメタクリ
レートパウダー、セルロースパウダー、シルクパウダー、ナイロンパウダー、１２ナイロ
ンパウダー、６ナイロンパウダー、スチレン・アクリル酸共重合体パウダー、ジビニルベ
ンゼン・スチレン共重合体パウダー、ビニル樹脂パウダー、尿素樹脂パウダー、フェノー
ル樹脂パウダー、フッ素樹脂パウダー、ケイ素樹脂パウダー、アクリル樹脂パウダー、メ
ラミン樹脂パウダー、エポキシ樹脂パウダー、ポリカーボネイト樹脂パウダー、微結晶繊
維パウダー、ラウロイルリジン等；有色顔料としては、酸化鉄、水酸化鉄、チタン酸鉄の
無機赤色顔料、γー酸化鉄等の無機褐色系顔料、黄酸化鉄、黄土等の無機黄色系顔料、黒
酸化鉄、カーボンブラック等の無機黒色顔料、マンガンバイオレット、コバルトバイオレ
ット等の無機紫色顔料、水酸化クロム、酸化クロム、酸化コバルト、チタン酸コバルト等
の無機緑色顔料、紺青、群青等の無機青色系顔料、タール系色素をレーキ化したもの、天
然色素をレーキ化したもの、及びこれらの粉体を複合化した複合粉体等；パール顔料とし
ては、酸化チタン被覆雲母、酸化チタン被覆マイカ、オキシ塩化ビスマス、酸化チタン被
覆オキシ塩化ビスマス、酸化チタン被覆タルク、魚鱗箔、酸化チタン被覆着色雲母等；金
属粉末顔料としては、アルミニウムパウダー、カッパーパウダー、ステンレスパウダー等
；タール色素としては、赤色３号、赤色１０４号、赤色１０６号、赤色２０１号、赤色２
０２号、赤色２０４号、赤色２０５号、赤色２２０号、赤色２２６号、赤色２２７号、赤
色２２８号、赤色２３０号、赤色４０１号、赤色５０５号、黄色４号、黄色５号、黄色２
０２号、黄色２０３号、黄色２０４号、黄色４０１号、青色１号、青色２号、青色２０１
号、青色４０４号、緑色３号、緑色２０１号、緑色２０４号、緑色２０５号、橙色２０１
号、橙色２０３号、橙色２０４号、橙色２０６号、橙色２０７号等；天然色素としては、
カルミン酸、ラッカイン酸、カルサミン、ブラジリン、クロシン等から選ばれる粉体で、
これらの粉体を複合化したり、油剤やシリコーン、又はフッ素化合物等で表面処理を行な
った粉体でも良い。
【００６６】
　アルコール類としては、グリセリン、ジグリセリン、エチレングリコール、プロピレン
グリコール、１，３－ブチレングリコール等の多価アルコール等がある。
【００６７】
　水溶性高分子としては、コンドロイチン硫酸、ヒアルロン酸、ムチン、デルマタン硫酸
、ヘパリン及びケラタン硫酸から選ばれるムコ多糖類及びその塩、アラビアゴム、トラガ
カント、ガラクタン、キャロブガム、グアーガム、カラヤガム、カラギーナン、ペクチン
、寒天、クインスシード、アルゲコロイド、トラントガム、ローカストビーンガム、ガラ
クトマンナン等の植物系高分子、キサンタンガム、デキストラン、サクシノグルカン、プ
ルラン等の微生物系高分子、デンプン、カルボキシメチルデンプン、メチルヒドロキシプ
ロピルデンプン等のデンプン系高分子、メチルセルロース、エチルセルロース、メチルヒ
ドロキシプロピルセルロース、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシメチルセルロー
ス、ヒドロキシプロピルセルロース、ニトロセルロース、セルロース硫酸ナトリウム、カ
ルボキシメチルセルロースナトリウム、結晶セルロース、セルロース等のセルロース系高
分子、アルギン酸ナトリウム、アルギン酸プロピレングリコールエステル等のアルギン酸
系高分子、ポリビニルメチルエーテル、カルボキシビニルポリマー、アルキル変性カルボ
キシビニルポリマー等のビニル系高分子、ポリオキシエチレン系高分子、ポリオキシエチ
レンポリオキシプロピレン共重合体系高分子、ポリアクリル酸ナトリウム、ポリエチルア
クリレート、ポリエチレンイミン、ベントナイト、ラポナイト、ヘクトライト等の無機系
水溶性高分子等がある。また、セット剤として汎用されるアニオン性高分子としては、例
えばアクリル酸・アクリル酸エチル・Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチルアクリルアミド共重合体、ア



(17) JP 6114087 B2 2017.4.12

10

20

30

40

50

クリル樹脂アルカノールアミン、ビニルメチルエーテル・マレイン酸エチル共重合体、ビ
ニルメチルエーテル・マレイン酸ブチル共重合体、酢酸ビニル・クロトン酸共重合体等を
例示することができる。また両性高分子としては、Ｎ－メタクリロイルエチルＮ，Ｎ－ジ
メチルアンモニウム・α－Ｎ－メチルカルボキシベタイン・メタクリル酸アルキル共重合
体、アクリル酸ヒドロキシプロピル・メタクリル酸ブチルアミノエチル・アクリル酸オク
チルアミド共重合体、アクリル酸・塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド
共重合体、塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリル酸共重合体等を例示することが
できる。カチオン性高分子としては、ビニルピロリドン・Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル
メタクリレート共重合体ジエチル硫酸塩、塩化ジアリルジメチルアンモニウム・ヒドロキ
シエチルセルロース、塩化グリシジルトリメチルアンモニウム・ヒドロキシエチルセルロ
ース、塩化ジメチルジアリルアンモニウム重合体、塩化ジメチルジアリルアンモニウム・
アクリルアミド共重合体等が例示することができる。非イオン性高分子としては、例えば
ポリビニルピロリドン、ビニルピロリドン・酢酸ビニル共重合体、ポリビニルアルコール
、ポリウレタン等を例示することができる。
【００６８】
　抗菌剤としては、安息香酸、安息香酸ナトリウム、サリチル酸、石炭酸、ソルビン酸、
ソルビン酸カリウム、パラクロルメタクレゾール、ヘキサクロロフェン、塩化ベンザルコ
ニウム、塩化クロルヘキシジン、トリクロロカルバニリド、感光素、ビス（２－ピリジル
チオ－１－オキシド）亜鉛、イソプロピルメチルフェノール等が挙げられ、防腐剤として
は、パラオキシ安息香酸エステル、フェノキシエタノール等が挙げられる。
【００６９】
　ｐＨ調整剤としては、乳酸、クエン酸、グリコール酸、コハク酸、酒石酸、リンゴ酸、
炭酸カリウム、炭酸水素ナトリウム、炭酸水素アンモニウム、水酸化ナトリウム、水酸化
カリウム、トリエタノールアミン、モノエタノールアミン等、清涼剤としては、Ｌ－メン
トール、カンフル等が挙げられる。
【００７０】
　ビタミン類としては、ビタミンＡ及びその誘導体、ビタミンＢ及びその誘導体、ビタミ
ンＣ及びその誘導体、ビタミンＥ及びその誘導体、リノレン酸及びその誘導体等のビタミ
ンＦ類；フィトナジオン、メナキノン、メナジオン、メナジオール等のビタミンＫ類；エ
リオシトリン、ヘスペリジン等のビタミンＰ類；その他、ビオチン、カルチニン、フェル
ラ酸等が挙げられる。
【００７１】
　また、アミノ酸類、アミノ酸誘導体、ペプタイド類、上記（Ｅ）以外の糖類及びその誘
導体、毛髪脂質成分、リン脂質及びその誘導体やこれらの成分を配合する植物抽出物等が
挙げられる。具体的には、アミノ酸類としては、例えばアラニン、バリン、イソロイシン
、セリン、スレオニン、アスパラギン酸、グルタミン酸、アスパラギン、グルタミン、リ
ジン、ヒドロキシリジン、アルギニン、シスチン、システイン、アセチルシステイン、メ
チオニン、フェニルアラニン、チロシン、プロリン、ヒドロキシプロリン、オルニチン、
シトルリン、テアニン、クレアチン、クレアチニン等が挙げられる。アミノ酸誘導体とし
ては、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（フィトステリル・２－オクチルドデシル）
、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（コレステリル・ベヘニル・オクチルドデシル）
、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（コレステリル・オクチルドデシル）、Ｎ－ラウ
ロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（フィトステリル・ベヘニル・２－オクチルドデシル）、Ｎ
－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（２－オクチルドデシル）等が挙げられる。ペプタイ
ド類としては、動物、魚、貝、植物由来のいずれでもよく具体的には、コラーゲン及びそ
の誘導体又はそれらの加水分解物、エラスチン及びその誘導体又はそれらの加水分解物、
ケラチン及びその誘導体又はそれらの分解物、コムギタンパク及びその誘導体又はそれら
の加水分解物、ダイズタンパク及びその誘導体又はそれらの加水分解物等が挙げられる。
糖類としては、果糖、蔗糖およびそのエステル、デキストリン及びその誘導体、ハチミツ
、黒砂糖抽出物等が挙げられる。毛髪脂質成分としては、セラミド及びその誘導体、１８
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－メチルエイコサン酸等が挙げられる。リン脂質及びその誘導体としては、ホスファチジ
ルコリン、ホスファチジルエタノールアミン、ホスファチジルセリン、ホスファチジルグ
リセロール、ホスファチジルイノシトール、スフィンゴリン脂質などが挙げられ、これら
の類似物あるいはこれらのものを配合する組成物、すなわち大豆レシチン、卵黄レシチン
、あるいはそれらの水素添加物等も挙げられ、リン脂質誘導体としては、２－メタクリロ
イルオキシエチルホスホリルコリンの単独重合体または、２－メタクリロイルオキシエチ
ルホスホリルコリンと疎水性モノマーとの共重合体等が挙げられる。
【００７２】
　本発明の毛髪化粧料の製造方法は、特に制限はなく、常法により調製される。即ち、上
記成分（Ａ）～（Ｅ）及び必要に応じ上記任意成分を加え、これを混合することにより調
製することができる。
【００７３】
　斯くして得られる本発明の毛髪化粧料は、良好なセット力とフレーキングのなさを両立
し、再整髪性が高く、さらにべたつきが少なく、エアゾール容器、トリガー容器、アトマ
イザー容器、ボトル容器、チューブ容器、ポンプ容器等の容器に入れて使用することがで
きる。特に霧状に噴霧して使用することができる容器に収容されて用いる毛髪化粧料とす
ることにより、毛髪への塗布が均一となることから、本発明の効果を得る上で好ましい。
また他の成分との併用により、液状、乳液状、クリーム状、ジェル状、ムース状等の種々
の形態で実施することは可能であるが、なかでも液状の水系や可溶化系、アルコール系と
することが本発明の効果を得る上で好ましい。この場合の整髪化粧料の粘度は、１０００
ｍＰａ・ｓ以下のものであることが使用性において優れたものとなる。なお、本発明にお
ける粘度測定は、ビスメトロン粘度計ＶＤＡ２（芝浦システム株式会社製）を用いて行っ
た。測定は、特に記載がない限り２５℃測定値である。
【実施例】
【００７４】
　次に実施例をもって本発明をより詳細に説明するが、発明はこれらにより、何ら限定さ
れるものではない。
１　（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体の製造[参考製造例１]　　３つ口フ
ラスコ内、窒素雰囲気下で、イソプロパノール（ＩＰＡ）（注１）１００ｇを攪拌下、７
０～８０℃にて、ジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネート）（Ｖ－６０１
）（注２）４ｇ、片末端メタクリレート置換ジメチルポリシロキサン（Ｘ－２４－８２０
１）（注３）４０ｇ、エチルアクリレート（ＥＡ）（注４）３１ｇ、２－ヒドロキシエチ
ルメタクリレート（ＨＥＭＡ）（注５）２７ｇ、３－トリメチルアンモニウムプロピルメ
タクリルアミドクロライド（ＭＡＰＴＡＣ）（注６）４ｇ、イソプロパノール（注１）５
０ｇを３～４時間かけて添加した。次いで、イソプロパノールに溶解したジメチル２，２
－アゾビス（２－メチルプロピオネート）（注２）１ｇを添加し、７０～８０℃の温度範
囲内で５時間反応させ、粘稠な溶液を得た。この溶液を精製水に注ぎ込み、グラフトポリ
マーを沈殿析出させた後、沈殿物を濾別し、８０℃にて減圧乾燥させて透明ゴム状物を８
７ｇ得た。　赤外吸収スペクトルにて、得られたゴム状物が目的とする（メタ）アクリル
シリコーン系グラフト共重合体であることを確認した（この生成物は、赤外吸収スペクト
ルによりジメチルポリシロキサン、アミド結合、エステル結合、アルキル基、水酸基を有
するポリマーであることが確認された）。　モノマーの仕込割合は以下のとおりである。
　　ＭＡＰＴＡＣ：ＥＡ：ＨＥＭＡ：Ｘ－２４－８２０１＝２：３１：２７：４０（注１
）ＩＰＡ　関東化学株式会社製（注２）Ｖ－６０１　和光純薬工業株式会社製（注３）Ｘ
－２４－８２０１　信越化学工業社製　（注４）ＥＡ　関東化学株式会社社製（注５）Ｈ
ＥＭＡ　関東化学株式会社社製（注６）ＭＡＰＴＡＣ　エボニック・デグサ・ジャパン株
式会社製，５０％水溶液
【００７５】
[参考製造例２]　　３つ口フラスコ内、窒素雰囲気下で、イソプロパノール（注１）５０
ｇを攪拌下、７０～８０℃にて、ジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネート
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）（注２）４ｇ、片末端メタクリレート置換ジメチルポリシロキサン（Ｘ－２２－１７４
ＤＸ）（注７）４０ｇ、エチルアクリレート（注４）３１ｇ、２－ヒドロキシエチルメタ
クリレート（注５）２７ｇ、３－トリメチルアンモニウムプロピルメタクリルアミドクロ
ライド（注６）４ｇ、イソプロパノール（注１）１７０ｇを３～４時間かけて添加した。
次いで、イソプロパノールに溶解したジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネ
ート）（注２）１ｇを添加し、７０～８０℃の温度範囲内で５時間反応させ、粘稠な溶液
を得た。この溶液を精製水に注ぎ込み、グラフトポリマーを沈殿析出させた後、沈殿物を
濾別し、８０℃にて減圧乾燥させて透明ゴム状物を９０ｇ得た。　赤外吸収スペクトルに
て、得られたゴム状物が目的とする（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体であ
ることを確認した。　モノマーの仕込割合は以下のとおりである。　　　ＭＡＰＴＡＣ：
ＥＡ：ＨＥＭＡ：Ｘ－２２－１７４ＤＸ＝２：３１：２７：４０（注７）Ｘ－２２－１７
４ＤＸ　信越化学工業社製
【００７６】
[参考製造例３]　　３つ口フラスコ内、窒素雰囲気下で、イソプロパノール（注１）１０
０ｇを攪拌下、７０～８０℃にて、ジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネー
ト）（注２）４ｇ、片末端メタクリレート置換ジメチルポリシロキサン（Ｘ－２２－１７
４ＡＳＸ）（注８）４０ｇ、エチルアクリレート（注４）３１ｇ、２－ヒドロキシエチル
メタクリレート（注５）２７ｇ、３－トリメチルアンモニウムプロピルメタクリルアミド
クロライド（注６）４ｇ、イソプロパノール（注１）５０ｇを３～４時間かけて添加した
。次いで、イソプロパノールに溶解したジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオ
ネート）（注２）１ｇを添加し、７０～８０℃の温度範囲内で５時間反応させ、粘稠な溶
液を得た。この溶液を精製水に注ぎ込み、グラフトポリマーを沈殿析出させた後、沈殿物
を濾別し、８０℃にて減圧乾燥させて透明ゴム状物を８３ｇ得た。　赤外吸収スペクトル
にて、得られたゴム状物が目的とする（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体で
あることを確認した。　モノマーの仕込割合は以下のとおりである。　ＭＡＰＴＡＣ：Ｅ
Ａ：ＨＥＭＡ：Ｘ－２２－１７４ＡＳＸ＝２：３１：２７：４０（注８）Ｘ－２２－１７
４ＡＳＸ　信越化学工業社製
【００７７】
[参考製造例４]　　３つ口フラスコ内、窒素雰囲気下で、イソプロパノール（注１）１０
０ｇを攪拌下、７０～８０℃にて、ジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネー
ト）（注２）４ｇ、片末端メタクリレート置換ジメチルポリシロキサン（Ｘ－２４－８２
０１）（注３）４０．４ｇ、エチルアクリレート（注４）２７．３ｇ、２－ヒドロキシエ
チルメタクリレート（注５）３１．３ｇ、３－トリメチルアンモニウムプロピルメタクリ
ルアミドクロライド（注６）２ｇ、イソプロパノール（注１）５０ｇを３～４時間かけて
添加した。次いで、イソプロパノールに溶解したジメチル２，２－アゾビス（２－メチル
プロピオネート）（注２）１ｇを添加し、７０～８０℃の温度範囲内で５時間反応させ、
粘稠な溶液を得た。この溶液を精製水に注ぎ込み、グラフトポリマーを沈殿析出させた後
、沈殿物を濾別し、８０℃にて減圧乾燥させて透明ゴム状物を８６ｇ得た。　赤外吸収ス
ペクトルにて、得られたゴム状物が目的とする（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共
重合体であることを確認した。　モノマーの仕込割合は以下のとおりである。　ＭＡＰＴ
ＡＣ：ＥＡ：ＨＥＭＡ：Ｘ－２４－８２０１＝１：２７．３：３１．３：４０．４
【００７８】
[参考製造例５]　　３つ口フラスコ内、窒素雰囲気下で、イソプロパノール（注１）５０
ｇを攪拌下、７０～８０℃にて、ジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネート
）（注２）４ｇ、片末端メタクリレート置換ジメチルポリシロキサン（Ｘ－２４－８２０
１）（注３）４０ｇ、エチルアクリレート（注４）２６ｇ、２－ヒドロキシエチルメタク
リレート（注５）３０ｇ、３－トリメチルアンモニウムプロピルメタクリルアミドクロラ
イド（注６）８ｇ、イソプロパノール（注１）１２０ｇを３～４時間かけて添加した。次
いで、イソプロパノールに溶解したジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネー
ト）（注２）１ｇを添加し、７０～８０℃の温度範囲内で５時間反応させ、粘稠な溶液を
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得た。この溶液を精製水に注ぎ込み、グラフトポリマーを沈殿析出させた後、沈殿物を濾
別し、８０℃にて減圧乾燥させて透明ゴム状物を８３ｇ得た。　赤外吸収スペクトルにて
、得られたゴム状物が目的とする（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体である
ことを確認した。　モノマーの仕込割合は以下のとおりである。　ＭＡＰＴＡＣ：ＥＡ：
ＨＥＭＡ：Ｘ－２４－８２０１＝４：２６：３０：４０
【００７９】
[参考製造例６]　　３つ口フラスコ内、窒素雰囲気下で、イソプロパノール（注1）１０
０ｇを攪拌下、７０～８０℃にて、ジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネー
ト）（注2）４ｇ、片末端メタクリレート置換ジメチルポリシロキサン（Ｘ－２４－８２
０１）（注３）２０ｇ、エチルアクリレート（注４）４１．５ｇ、２－ヒドロキシエチル
メタクリレート（注５）３６．５ｇ、３－トリメチルアンモニウムプロピルメタクリルア
ミドクロライド（注６）４ｇ、イソプロパノール（注1）５０ｇを３～４時間かけて添加
した。次いで、イソプロパノールに溶解したジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロ
ピオネート）（注2）１ｇを添加し、７０～８０℃の温度範囲内で５時間反応させ、粘稠
な溶液を得た。この溶液を精製水に注ぎ込み、グラフトポリマーを沈殿析出させた後、沈
殿物を濾別し、８０℃にて減圧乾燥させて透明ゴム状物を８６ｇ得た。　赤外吸収スペク
トルにて、得られたゴム状物が目的とする（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合
体であることを確認した。　モノマーの仕込割合は以下のとおりである。　ＭＡＰＴＡＣ
：ＥＡ：ＨＥＭＡ：Ｘ－２４－８２０１＝２：４１．５：３６．５：２０
【００８０】
[参考製造例７]　　３つ口フラスコ内、窒素雰囲気下で、イソプロパノール（注１）５０
ｇを攪拌下、７０～８０℃にて、ジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネート
）（注２）４ｇ、片末端メタクリレート置換ジメチルポリシロキサン（Ｘ－２４－８２０
１）（注３）５０ｇ、エチルアクリレート（注４）２３ｇ、２－ヒドロキシエチルメタク
リレート（注５）２５ｇ、３－トリメチルアンモニウムプロピルメタクリルアミドクロラ
イド（注６）４ｇ、イソプロパノール（注１）１００ｇを３～４時間かけて添加した。次
いで、ＩＰＡに溶解したジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネート）（注２

）１ｇを添加し、７０～８０℃の温度範囲内で５時間反応させ、粘稠な溶液を得た。この
溶液を精製水に注ぎ込み、グラフトポリマーを沈殿析出させた後、沈殿物を濾別し、８０
℃にて減圧乾燥させて透明ゴム状物を９６ｇ得た。　赤外吸収スペクトルにて、得られた
ゴム状物が目的とする（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体であることを確認
した。　モノマーの仕込割合は以下のとおりである。　ＭＡＰＴＡＣ：ＥＡ：ＨＥＭＡ：
Ｘ－２４－８２０１＝２：２３：２５：５０
【００８１】
[参考製造例８]　　３つ口フラスコ内、窒素雰囲気下で、イソプロパノール（ＩＰＡ）（

注１）１００ｇを攪拌下、７０～８０℃にて、ジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプ
ロピオネート）（Ｖ－６０１）（注２）４ｇ、片末端メタクリレート置換ジメチルポリシ
ロキサン（Ｘ－２４－８２０１）（注３）４０ｇ、エチルアクリレート（ＥＡ）（注４）

３１ｇ、２－ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）（注５）２７ｇ、ジメチルジ
アリルアンモニウムクロライド（ＤＡＤＭＡＣ）（注９）３．３４ｇ、イソプロパノール
（注１）５０ｇを３～４時間かけて添加した。次いで、イソプロパノールに溶解したジメ
チル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネート）（注２）１ｇを添加し、７０～８０
℃の温度範囲内で５時間反応させ、粘稠な溶液を得た。この溶液を精製水に注ぎ込み、グ
ラフトポリマーを沈殿析出させた後、沈殿物を濾別し、８０℃にて減圧乾燥させて透明ゴ
ム状物を８７ｇ得た。　赤外吸収スペクトルにて、得られたゴム状物が目的とする（メタ
）アクリルシリコーン系グラフト共重合体であることを確認した（この生成物は、赤外吸
収スペクトルによりジメチルポリシロキサン、アミド結合、エステル結合、アルキル基、
水酸基を有するポリマーであることが確認された）。　モノマーの仕込割合は以下のとお
りである。　ＤＡＤＭＡＣ：ＥＡ：ＨＥＭＡ：Ｘ－２４－８２０１＝２：３１：２７：４
０（注９）ＤＡＤＭＡＣ　東京化成工業株式会社製，６０％水溶液
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【００８２】
[参考製造例９]　　３つ口フラスコ内、窒素雰囲気下で、イソプロパノール（ＩＰＡ）（

注１）１００ｇを攪拌下、７０～８０℃にて、ジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプ
ロピオネート）（Ｖ－６０１）（注２）４ｇ、片末端メタクリレート置換ジメチルポリシ
ロキサン（Ｘ－２４－８２０１）（注３）４０ｇ、エチルアクリレート（ＥＡ）（注４）

３０ｇ、２－ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）（注５）２７ｇ
、３－トリメチルアンモニウムプロピルメタクリルアミドクロライド（ＭＡＰＴＡＣ）（

注６）６ｇ、イソプロパノール（注１）５０ｇを３～４時間かけて添加した。次いで、イ
ソプロパノールに溶解したジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネート）（注

２）１ｇを添加し、７０～８０℃の温度範囲内で５時間反応させ、粘稠な溶液を得た。こ
の溶液を精製水に注ぎ込み、グラフトポリマーを沈殿析出させた後、沈殿物を濾別し、８
０℃にて減圧乾燥させて透明ゴム状物を８９ｇ得た。　赤外吸収スペクトルにて、得られ
たゴム状物が目的とする（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体であることを確
認した（この生成物は、赤外吸収スペクトルによりジメチルポリシロキサン、アミド結合
、エステル結合、アルキル基、水酸基を有するポリマーであることが確認された）。　ま
た、ＥＡ、ＨＥＭＡから理論的に計算されるガラス転移温度（Ｔｇ）は、１１℃である。
　モノマーの仕込割合は以下のとおりである。　ＭＡＰＴＡＣ：ＥＡ：ＨＥＭＡ：Ｘ－２
４－８２０１＝３：３０：２７：４０
【００８３】
[参考製造例１０]　　３つ口フラスコ内、窒素雰囲気下で、イソプロパノール（ＩＰＡ）
（注１）１００ｇを攪拌下、７０～８０℃にて、ジメチル２，２－アゾビス（２－メチル
プロピオネート）（Ｖ－６０１）（注２）４ｇ、片末端メタクリレート置換ジメチルポリ
シロキサン（Ｘ－２４－８２０１）（注３）３０ｇ、エチルアクリレート（ＥＡ）（注４

）３５ｇ、２－ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）（注５）３２ｇ、３－トリ
メチルアンモニウムプロピルメタクリルアミドクロライド（ＭＡＰＴＡＣ）（注６）６ｇ
、イソプロパノール（注１）５０ｇを３～４時間かけて添加した。次いで、イソプロパノ
ールに溶解したジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネート）（注２）１ｇを
添加し、７０～８０℃の温度範囲内で５時間反応させ、粘稠な溶液を得た。この溶液を精
製水に注ぎ込み、グラフトポリマーを沈殿析出させた後、沈殿物を濾別し、８０℃にて減
圧乾燥させて透明ゴム状物を８８ｇ得た。　赤外吸収スペクトルにて、得られたゴム状物
が目的とする（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体であることを確認した（こ
の生成物は、赤外吸収スペクトルによりジメチルポリシロキサン、アミド結合、エステル
結合、アルキル基、水酸基を有するポリマーであることが確認された）。　また、ＥＡ、
ＨＥＭＡから理論的に計算されるガラス転移温度（Ｔｇ）は、１１℃である。　モノマー
の仕込割合は以下のとおりである。　ＭＡＰＴＡＣ：ＥＡ：ＨＥＭＡ：Ｘ－２４－８２０
１＝３：３５：３２：３０
【００８４】
[参考製造例１１]　　３つ口フラスコ内、窒素雰囲気下で、イソプロパノール（ＩＰＡ）
（注１）１００ｇを攪拌下、７０～８０℃にて、ジメチル２，２－アゾビス（２－メチル
プロピオネート）（Ｖ－６０１）（注２）４ｇ、片末端メタクリレート置換ジメチルポリ
シロキサン（Ｘ－２４－８２０１）（注３）３０ｇ、エチルアクリレート（ＥＡ）（注４

）３６ｇ、２－ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）（注５）３２ｇ、３－トリ
メチルアンモニウムプロピルメタクリルアミドクロライド（ＭＡＰＴＡＣ）（注６）４ｇ
、イソプロパノール（注１）５０ｇを３～４時間かけて添加した。次いで、イソプロパノ
ールに溶解したジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネート）（注２）１ｇを
添加し、７０～８０℃の温度範囲内で５時間反応させ、粘稠な溶液を得た。この溶液を精
製水に注ぎ込み、グラフトポリマーを沈殿析出させた後、沈殿物を濾別し、８０℃にて減
圧乾燥させて透明ゴム状物を８８ｇ得た。　赤外吸収スペクトルにて、得られたゴム状物
が目的とする（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体であることを確認した（こ
の生成物は、赤外吸収スペクトルによりジメチルポリシロキサン、アミド結合、エステル
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結合、アルキル基、水酸基を有するポリマーであることが確認された）。　また、ＥＡ、
ＨＥＭＡから理論的に計算されるガラス転移温度（Ｔｇ）は、１１℃である。　モノマー
の仕込割合は以下のとおりである。　ＭＡＰＴＡＣ：ＥＡ：ＨＥＭＡ：Ｘ－２４－８２０
１＝２：３６：３２：３０
【００８５】
[参考製造例１２]　　３つ口フラスコ内、窒素雰囲気下で、イソプロパノール（ＩＰＡ）
（注１）１００ｇを攪拌下、７０～８０℃にて、ジメチル２，２－アゾビス（２－メチル
プロピオネート）（Ｖ－６０１）（注２）４ｇ、片末端メタクリレート置換ジメチルポリ
シロキサン（Ｘ－２４－８２０１）（注３）３０ｇ、エチルアクリレート（ＥＡ）（注４

）３７ｇ、２－ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）（注５）３２ｇ、３－トリ
メチルアンモニウムプロピルメタクリルアミドクロライド（ＭＡＰＴＡＣ）（注６）２ｇ
、イソプロパノール（注１）５０ｇを３～４時間かけて添加した。次いで、イソプロパノ
ールに溶解したジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネート）（注２）１ｇを
添加し、７０～８０℃の温度範囲内で５時間反応させ、粘稠な溶液を得た。この溶液を精
製水に注ぎ込み、グラフトポリマーを沈殿析出させた後、沈殿物を濾別し、８０℃にて減
圧乾燥させて透明ゴム状物を９０ｇ得た。　赤外吸収スペクトルにて、得られたゴム状物
が目的とする（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体であることを確認した（こ
の生成物は、赤外吸収スペクトルによりジメチルポリシロキサン、アミド結合、エステル
結合、アルキル基、水酸基を有するポリマーであることが確認された）。　また、ＥＡ、
ＨＥＭＡから理論的に計算されるガラス転移温度（Ｔｇ）は、１０℃である。　モノマー
の仕込割合は以下のとおりである。　ＭＡＰＴＡＣ：ＥＡ：ＨＥＭＡ：Ｘ－２４－８２０
１＝１：３７：３２：３０
【００８６】
[参考製造例１３]　　３つ口フラスコ内、窒素雰囲気下で、イソプロパノール（ＩＰＡ）
（注１）１００ｇを攪拌下、７０～８０℃にて、ジメチル２，２－アゾビス（２－メチル
プロピオネート）（Ｖ－６０１）（注２）４ｇ、片末端メタクリレート置換ジメチルポリ
シロキサン（Ｘ－２２－１７４ＤＸ）（注７）３０ｇ、エチルアクリレート（ＥＡ）（注

４）３６ｇ、２－ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）（注５）３２ｇ、３－ト
リメチルアンモニウムプロピルメタクリルアミドクロライド（ＭＡＰＴＡＣ）（注６）４
ｇ、イソプロパノール（注１）５０ｇを３～４時間かけて添加した。次いで、イソプロパ
ノールに溶解したジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネート）（注２）１ｇ
を添加し、７０～８０℃の温度範囲内で５時間反応させ、粘稠な溶液を得た。この溶液を
精製水に注ぎ込み、グラフトポリマーを沈殿析出させた後、沈殿物を濾別し、８０℃にて
減圧乾燥させて透明ゴム状物を８６ｇ得た。　赤外吸収スペクトルにて、得られたゴム状
物が目的とする（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体であることを確認した（
この生成物は、赤外吸収スペクトルによりジメチルポリシロキサン、アミド結合、エステ
ル結合、アルキル基、水酸基を有するポリマーであることが確認された）。　また、ＥＡ
、ＨＥＭＡから理論的に計算されるガラス転移温度（Ｔｇ）は、１１℃である。　モノマ
ーの仕込割合は以下のとおりである。　ＭＡＰＴＡＣ：ＥＡ：ＨＥＭＡ：Ｘ－２２－１７
４ＤＸ＝２：３６：３２：３０
【００８７】
[参考製造例１４]　　３つ口フラスコ内、窒素雰囲気下で、イソプロパノール（ＩＰＡ）
（注１）１００ｇを攪拌下、７０～８０℃にて、ジメチル２，２－アゾビス（２－メチル
プロピオネート）（Ｖ－６０１）（注２）４ｇ、片末端メタクリレート置換ジメチルポリ
シロキサン（Ｘ－２４－８２０１）（注３）４０ｇ、エチルアクリレート（ＥＡ）（注４

）１６ｇ、２－ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）（注５）４２ｇ、３－トリ
メチルアンモニウムプロピルメタクリルアミドクロライド（ＭＡＰＴＡＣ）（注６）２ｇ
、イソプロパノール（注１）５０ｇを３～４時間かけて添加した。次いで、イソプロパノ
ールに溶解したジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネート）（注２）１ｇを
添加し、７０～８０℃の温度範囲内で５時間反応させ、粘稠な溶液を得た。この溶液を精
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製水に注ぎ込み、グラフトポリマーを沈殿析出させた後、沈殿物を濾別し、８０℃にて減
圧乾燥させて透明ゴム状物を９１ｇ得た。　赤外吸収スペクトルにて、得られたゴム状物
が目的とする（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体であることを確認した（こ
の生成物は、赤外吸収スペクトルによりジメチルポリシロキサン、アミド結合、エステル
結合、アルキル基、水酸基を有するポリマーであることが確認された）。　また、ＥＡ、
ＨＥＭＡから理論的に計算されるガラス転移温度（Ｔｇ）は、３０℃である。　モノマー
の仕込割合は以下のとおりである。　ＭＡＰＴＡＣ：ＥＡ：ＨＥＭＡ：Ｘ－２４－８２０
１＝１：１６．２：４２．４：４０．４
【００８８】
[参考製造例１５]　　３つ口フラスコ内、窒素雰囲気下で、イソプロパノール（ＩＰＡ）
（注１）１００ｇを攪拌下、７０～８０℃にて、ジメチル２，２－アゾビス（２－メチル
プロピオネート）（Ｖ－６０１）（注２）４ｇ、片末端メタクリレート置換ジメチルポリ
シロキサン（Ｘ－２４－８２０１）（注３）４０ｇ、エチルアクリレート（ＥＡ）（注４

）２７ｇ、２－ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）（注５）３１ｇ、３－トリ
メチルアンモニウムプロピルメタクリルアミドクロライド（ＭＡＰＴＡＣ）（注６）２ｇ
、イソプロパノール（注１）５０ｇを３～４時間かけて添加した。次いで、イソプロパノ
ールに溶解したジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネート）（注２）１ｇを
添加し、７０～８０℃の温度範囲内で５時間反応させ、粘稠な溶液を得た。この溶液を精
製水に注ぎ込み、グラフトポリマーを沈殿析出させた後、沈殿物を濾別し、８０℃にて減
圧乾燥させて透明ゴム状物を８８ｇ得た。　赤外吸収スペクトルにて、得られたゴム状物
が目的とする（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体であることを確認した（こ
の生成物は、赤外吸収スペクトルによりジメチルポリシロキサン、アミド結合、エステル
結合、アルキル基、水酸基を有するポリマーであることが確認された）。　また、ＥＡ、
ＨＥＭＡから理論的に計算されるガラス転移温度（Ｔｇ）は、１５℃である。　モノマー
の仕込割合は以下のとおりである。　ＭＡＰＴＡＣ：ＥＡ：ＨＥＭＡ：Ｘ－２４－８２０
１＝１：２７．３：３１．３：４０．４
【００８９】
[参考製造例１６]　　３つ口フラスコ内、窒素雰囲気下で、イソプロパノール（ＩＰＡ）
（注１）１００ｇを攪拌下、７０～８０℃にて、ジメチル２，２－アゾビス（２－メチル
プロピオネート）（Ｖ－６０１）（注２）４ｇ、片末端メタクリレート置換ジメチルポリ
シロキサン（Ｘ－２４－８２０１）（注３）２０．２ｇ、エチルアクリレート（ＥＡ）（

注４）６５．７ｇ、２－ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）（注５）１３．１
ｇ、３－トリメチルアンモニウムプロピルメタクリルアミドクロライド（ＭＡＰＴＡＣ）
（注６）２ｇ、イソプロパノール（注１）５０ｇを３～４時間かけて添加した。次いで、
イソプロパノールに溶解したジメチル２，２－アゾビス（２－メチルプロピオネート）（

注２）１ｇを添加し、７０～８０℃の温度範囲内で５時間反応させ、粘稠な溶液を得た。
この溶液を精製水に注ぎ
込み、グラフトポリマーを沈殿析出させた後、沈殿物を濾別し、８０℃にて減圧乾燥させ
て透明ゴム状物を８７ｇ得た。　赤外吸収スペクトルにて、得られたゴム状物が目的とす
る（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体であることを確認した（この生成物は
、赤外吸収スペクトルによりジメチルポリシロキサン、アミド結合、エステル結合、アル
キル基、水酸基を有するポリマーであることが確認された）。　また、ＥＡ、ＨＥＭＡか
ら理論的に計算されるガラス転移温度（Ｔｇ）は、－１０℃である。　モノマーの仕込割
合は以下のとおりである。　ＭＡＰＴＡＣ：ＥＡ：ＨＥＭＡ：Ｘ－２４－８２０１＝１：
６５．７：１３．１：２０．２
 
【００９０】
実施例１　本発明品１～１７及び比較品１～８：毛髪化粧料
　表１～３に示す組成の毛髪化粧料を下記製造方法により調製し、「フレーキングのなさ
」、「再整髪性」、「毛髪へのツヤ感の付与」、「ふんわり感」の各項目について、以下
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に示す評価方法及び判定基準により評価判定し、結果を併せて表１～３に示した。
【００９１】
【表１】

【００９２】
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【表２】

【００９３】
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【表３】

【００９４】
（製造方法）
Ａ：成分１～２３を均一に混合する。
Ｂ：Ａをアトマイザー容器に充填し、毛髪化粧料を得た。
【００９５】
〔評価項目の評価方法〕
　化粧品評価専門パネル２０名に、前記発明品及び比較品の毛髪化粧料を使用してもらい
、「フレーキングのなさ」、「再整髪性」、「毛髪へのツヤ感の付与」、「ふんわり感」
の各項目について、各自が以下の評価基準に従って５段階評価し、更に全パネルの評点の
平均点を、小数点１桁目を二捨三入、七捨八入して、０．５ごとに記載した。
【００９６】
以下に、本発明の毛髪化粧料を使用した際の評価基準を示す。なお、評価は効果を非常に
感じる場合を５点、効果を全く感じない場合を１点として、５段階の評点を記入すること
で行った。
 
＜評価基準＞：フレーキングのなさ
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［評価結果］　　　　　　　　　　　　　　　　　　：［評点］
フレーキングが全くない　　　　　　　　　　　　　：　５点
フレーキングがあまりない　　　　　　　　　　　　：　４点
フレーキングはややある　　　　　　　　　　　　　：　３点
フレーキングがある　　　　　　　　　　　　　　　：　２点
フレーキングが非常にある　　　　　　　　　　　　：　１点
 
＜評価基準＞：再整髪性
［評価結果］　　　　　　　　　　　　　　　　　　：［評点］
再整髪性が非常にある　　　　　　　　　　　　　　：　５点
再整髪性がある　　　　　　　　　　　　　　　　　：　４点
再整髪性はややある　　　　　　　　　　　　　　　：　３点
再整髪性があまりない　　　　　　　　　　　　　　：　２点
再整髪性が全くない　　　　　　　　　　　　　　　：　１点
 
＜評価基準＞：毛髪へのツヤ感の付与
［評価結果］　　　　　　　　　　　　　　　　　　：［評点］
ツヤ感が非常にある　　　　　　　　　　　　　　　：　５点
ツヤ感がある　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　４点
ツヤ感はややある　　　　　　　　　　　　　　　　：　３点
ツヤ感があまりない　　　　　　　　　　　　　　　：　２点
ツヤ感が全くない　　　　　　　　　　　　　　　　：　１点
 
＜評価基準＞：毛髪へのふんわり感の付与
［評価結果］　　　　　　　　　　　　　　　　　　：［評点］
ふんわり感が非常にある　　　　　　　　　　　　　：　５点
ふんわり感がある　　　　　　　　　　　　　　　　：　４点
ふんわり感はややある　　　　　　　　　　　　　　：　３点
ふんわり感があまりない　　　　　　　　　　　　　：　２点
ふんわり感が全くない　　　　　　　　　　　　　　：　１点
 
【００９７】
評点の判定基準
[判定]　　：評点の平均点
　◎　　　：評点４点以上
　○　　　：評点３点以上４点未満
　△　　　：評点２点以上３点未満
　×　　　：評点２点未満
 
【００９８】
　表１～表３の結果から明らかなように、本発明品１～１７の毛髪化粧料は、「フレーキ
ングのなさ」、「再整髪性」、「毛髪へのツヤ感の付与」、「ふんわり感」の全ての項目
に優れた毛髪化粧料であった。
　これに対して、成分（Ａ）を配合せずに製造した比較品１では、「ふんわり感」「毛髪
へのツヤ感の付与」が良好ではなかった。成分（Ｂ）を配合せずに製造した比較品２、成
分（Ｃ）を配合せずに製造した比較品３では、「再整髪」が良好ではなく、また「毛髪へ
のツヤ感の付与」や「ふんわり感」においても満足できるものではなかった。成分（Ｄ）
を配合せずに製造した比較品４は、「毛髪へのツヤ感の付与」において満足できるもので
はなかった。また、成分（Ｃ）の代わりにグルコースを配合した比較品５は「再整髪性」
に優れず、成分（Ｂ）の代わりにアニオン性高分子を配合した比較品６～８は、均一な毛
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髪化粧料を得ることができなかった。これは、アルギン酸Ｎａやカルボキシメチルセルロ
ースＮａ等のアニオン性の物質が、成分（Ａ）と製造時に不溶性物質を生成し分離したた
めである。
【００９９】
実施例２　ヘアジェル
（処方）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
１　ポリビニルピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
２　ポリウレタン－１４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
３　参考製造例１の（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体　　　　　０．５
４　イソステアリン酸ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　０．２
５　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
６　ヒドロキシプロピルメチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
７　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
８　１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
９　ポリエチレングリコール（数平均分子量６０００）　　　　　　　　　　　２．０
１０　ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
１１　パラオキシ安息香酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
１２　フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
１３　加水分解ダイズタンパク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
１４　グリシン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
１５　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０．０
１６　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【０１００】
（製造方法）
Ａ：成分４，５，１５を均一に混合する。
Ｂ：Ａ以外の成分を加熱し、均一に混合する。
Ｃ：ＢとＣを混合し、ヘアジェルを得た。
【０１０１】
　実施例２のヘアジェルは、ふんわり感に優れながらも、再整髪性とフレーキングのなさ
を両立し、さらに毛髪に対してツヤ感を付与することに優れたものであった。
【０１０２】
実施例３　ヘアスプレー
（処方）
原液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
１　アクリルアミド／ジメチルアミノプロピルアクリルアミド／メトキシ
　　ＰＥＧメタクリレート共重合体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
２　参考製造例１の（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体　　　　　１．０
３　ポリエチレングリコール（数平均分子量２００００）　　　　　　　　　　３．０
４　ポリエチレングリコール（数平均分子量４００）　　　　　　　　　　　　１．０
５　マルチトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
６　メトキシケイヒ酸エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
７　サリチル酸エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
８　ジメチルポリシロキサン（１０ｃｓ）　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
９　ラベンダー油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
１０　イソプロパノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
１１　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
 
ガス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
１　ＬＰＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６０．０
２　ジメチルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０．０
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【０１０３】
（製造方法）
Ａ：成分１～１０を均一に混合する。
Ｂ：Ａの原液６０部に対し、ガス４０部をエアゾール容器に充填し、ヘアスプレーを得た
。
【０１０４】
　実施例３のヘアスプレーは、ふんわり感に優れながらも、再整髪性とフレーキングのな
さを両立し、さらに毛髪に対してツヤ感を付与することに優れたものであった。
【０１０５】
実施例４　ヘアムース
（処方）
原液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
１　ビニルピロリドン／酢酸ビニル共重合体　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
２　参考製造例１の（メタ）アクリルシリコーン系グラフト共重合体　　　　　２．０
３　ポリエチレングリコール（数平均分子量１０００）　　　　　　　　　　　２．０
４　ポリエチレングリコール（数平均分子量２００００００）　　　　　　　　１．０
５　ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
６　プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
７　ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　０．２
８　メチルフェニルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
９　塩化ステアリルトリメチルアンモニウム　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
１０　スクレロチウムガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
１１　シア脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
１２　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
１３　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
 
ガス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
　ＬＰＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【０１０６】
（製造方法）
Ａ：成分１～１２を均一に混合する。
Ｂ：Ａの原液９５部に対し、ガス５部をエアゾール容器に充填し、ヘアムースを得た。
【０１０７】
　実施例４のヘアムースは、ふんわり感に優れながらも、再整髪性とフレーキングのなさ
を両立し、さらに毛髪に対してツヤ感を付与することに優れたものであった。 
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